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壁新聞には、旧跡を巡る研修会や、学校行事で伝統芸能を披露す
る様子などが。来場者は１枚１枚丹念に見入っていました。

児童の皆さんは「かぼちゃと他の野菜の味がよく合っておいし
い。野菜が苦手でも食べられると思う」と笑顔で完食しました。

会場は好風に恵まれ、どこまでも伸びる連だこやたくさんの手
作りだこなどが大空を埋めつくすように舞い上がりました。

　「第58回とよま凧あげ大会」（とよまコミュニティ運
営協議会主催、佐藤貞

てい

一
い ち

会長）は２月５日、登米大橋下
流の北上川右岸堤防周辺で開かれ、市内外から約300
人が来場しました。
　大会は同コミュニティの地域づくりの一環として企
画。佐藤会長は「３年ぶりに大会を開くことができた。
これからもいろいろなイベントで地域を盛り上げた
い」と話しました。「微

ほほ

笑
え

ましいで賞」を受賞した佐々木
晴
はる

士
と

さん（８）＝豊里町白鳥＝は「えびす様の絵を描く
のが難しかったけど、自分で作ったたこが空高く上が
って良かった」とはじけるような笑顔を見せました。

　「第14回登米市民文化祭」（登米市文化協会主催）が２
月18、19の両日、登米祝祭劇場で開催されました。
　３年ぶりの開催となった市民文化祭は、市民の皆さ
んが日ごろの文化活動の成果を披露。舞踊、民謡、伝統
芸能などのステージ発表や、会場内に展示された華道、
書道、絵画、彫

ちょう

塑
そ

などの作品鑑賞を楽しむ人たちでにぎ
わいました。作品を出展した和紙ちぎり絵佐沼サーク
ルの尾形いね子

こ

さん（73）＝迫町古宿＝は「みんなが開
催を待ちわびていた文化祭。仲間が集まる楽しい時間
がどんどん増えていくことを願っています」と話しま
した。

市内のさまざまなサークルや地域の文化・芸術が集まった会場
には、たくさんの人が訪れ、観賞や交流を楽しんでいました。

　市は、親子で適塩を意識し、地場産野菜について理解
を深め、子どもの頃から食に関心を持つ食育の機会と
するため「野菜たっぷり！適塩ナトカリレシピコンテ
スト」を開催。99品の応募の中から８作品が入賞しまし
た。今回、入賞作品の中から２つのレシピを市内の全小
中学校、市立幼稚園に学校給食として提供しました。
　２月１日には、最優秀賞を受賞した「調味料不要！か
ぼちゃのピザ」が５校１園で提供されました。レシピを
考案した田邉芽

め

生
い

桜
さ

さん（豊里小５年）は「クラスのみ
んなが残さず食べてくれて、とてもうれしかった」と話
しました。

　「石越クロニクル2017－2022」（石越郷土史研究会主
催、佐藤文

ふみ

則
の り

代表）が２月４、５の両日、石越公民館で開
かれました。
　この取り組みは、石越郷土史研究会が石越小で図書
館ボランティアを始めた2017年から発行している壁新
聞が創刊100号に達したことを記念し開催。時々の出来
事やニュースなどを取り上げた全ての新聞を展示しま
した。来場した宮﨑禎

さだ

義
よ し

さん（85）＝東和町錦織１区＝
は「昔の歴史を伝えていくことも、現在起きていること
を地道に記録していくことも、すばらしい地域づくり
活動だと感じました」と話しました。

聴講した皆さんは真剣に耳を傾けながらも、笑顔になったりう
なずいたりして当時を思い出している様子でした。

　佐沼地区地域づくり事業さぬまの文化・歴史講演会
「佐沼と仙北鉄道のかかわり」は２月５日、迫公民館で
開かれ、市内外から約60人が参加しました。
　仙北鉄道は、かつて瀬峰・登米間、瀬峰・築館間を結
び、昭和42年に全線が廃線されるまで、人々や物資の輸
送を行った主要路線です。講演会では、鉄道の記録動画
が放映された後、仙北鉄道元社員の後藤清

き よ し

之氏による
講話が行われました。また、会場には駅で実際に使用さ
れていた物品や資料などを展示。参加者の後藤昭

あき

子
こ

さ
ん（79）＝迫町江合＝は「よく鉄道を利用していたので、
懐かしい思い出がよみがえりました」と話しました。

毎年2月の初
はつ

午
うま

の日に行われる水かぶり。今年は日曜日という
こともあり、全国から多くの人が訪れました。

　ユネスコ無形文化遺産に登録されている「米川の水か
ぶり」は２月５日、東和町米川五日町地区で行われ、わら
装束で顔にすすを塗った男衆が、家々の前に用意された
おけの水を家に浴びせ掛け、火伏せ祈願をしました。
　沿道に集まった大勢の来場者は、飛び散る水しぶきを
全身に受けながら、火伏せのお守りになると言われてい
るわらを抜き取ろうとしたり、臨場感あふれる瞬間を写
真に収めようとカメラを構えたりしていました。また、米
川小では地域の伝統を学ぶ一環として６年生１人が男
衆として参加。１年生から５年生の４人が見習いとして
参加しました。


